
歩掛参考見積募集要領 

 

次のとおり歩掛参考見積を募集します。 

令和５年６月１６日 

 

 

独 立 行 政 法 人 水 資 源 機 構   

香川用水管理所長 南保 正俊 

 

１．目 的 

この歩掛参考見積募集要領は、香川用水管理事業で予定している業務の積算の参考とするための

作業歩掛を募集するものです。 

なお、この参考見積募集は、業務等の指名（若しくは競争参加資格）をお約束するものではあり

ません。 

 

２．参考見積書提出の資格 

（１）水資源機構における令和５・６年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受けているこ

ととします。 

（２）営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 

（３）当機構から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領」（平成６年５月３１日付け６経契第

４４３号）に基づき、吉野川水系関連区域において指名停止を受けていないこととします。 

 

３．参考見積書の提出等 

参考見積書は次に従い提出してください。 

（１）参考見積書は作業項目毎に必要な技術者の人数等を記載して提出してください。 

なお、参考見積書の様式は、「別紙－２」を参考としてください。 

（２）提出期限  

令和５年６月３０日（金） まで 

持参する場合は、上記期間の土曜日、日曜日を除く毎日、午前８時３０分から午後５時まで 

（３）提出先 

独立行政法人水資源機構 香川用水管理所長 宛 

【担当】企画調整グループ 木平 

〒７６６－０００４ 香川県仲多度郡琴平町榎井８９１－２ 

ＴＥＬ０８７７－７３－４２２１  ＦＡＸ０８７７－７３－２６４９ 

（４）提出方法 

書面は持参、郵送又はＦＡＸ（社印があること）により提出するものとします。 

 

 



４．参考見積内容 

（１）業務基本条件 

阿讃トンネルにおける機能診断調査を行うものです。 

（２）本業務と関連する他業務 

   特になし。 

（３）業務作業項目及び作業内容 

「別紙－１」見積り条件のとおりです。 

（４）業務費の構成と歩掛見積範囲 
① 本歩掛参考見積を適用する業務費の構成は、当機構が別に制定し、本社・支社局・本部及び

各事業所において公表している「積算基準及び積算資料（各編）」（以下「基準書」という。）

によるものとします。 
② 歩掛参考見積の徴取範囲は基準書で定義されている業務費のうち、上記（２）「業務作業

項目及び作業内容」を実施する為に必要な技術者の人数とします。 
（５）技術者の職種と定義 

国土交通省が公表している「令和５年度設計業務委託等技術者単価」における「技術者の職

種区分定義」によるものとします。 

 

５．参考見積募集要領に対する質問 

この募集要領に対する質問がある場合においては、次に従い、書面（様式は自由）により提出し 

てください。 

（１）提出期限：令和５年６月２３日（金）まで 

（２）提 出 先 ：３．（３）に同じ。 

（３）提出方法：３．（４）に同じ。 

 

６．質問に対する回答 

質問に対する回答書は、次のとおり閲覧に供します。 

（１）閲覧期間：質問提出期限の翌日から見積書提出期間終了まで。 

（２）閲覧方法：ホームページに掲載します。 

 

７．参考見積書作成及び提出に要する費用 

参考見積提出者の負担とします。 

 

８．貸与資料等 

（１）阿讃トンネル外空水調査業務 報告書（平成23年3月） 

（２）香川用水施設空水調査等業務 報告書（令和5年3月） 

 

９．ヒアリング 

提出していただいた参考見積書についてヒアリングを実施することがあります。 

－ 以 上 － 



別紙-１

見積り条件

１　作業条件

・見積範囲は、下表の参考見積対象欄に○印のある作業項目とする。

・水路内調査時期　令和5年10月11日～令和5年11月30日 を想定

・別表－１に示すトンネル及び暗渠の上記調査期間の水路内の水深は、約1.1ｍ～2.0m、流量は、約3.7㎥/s～3.8㎥/s

２　作業内容

作　業　内　容
想定
作業

参考見
積対象

備考

１　調査業務

(1)調査計画の
作成

　設計業務の事前調査で得られた情報を参考に、調査に係る必要資
料のとりまとめ、業務期間での効率的な調査計画を作成する。

○ －

令和5年度 土地改良工事積算基
準（調査・測量・設計）5-3業機能診
断業務の積算参考歩掛「現地踏
査・線的構造物」を適用予定
・L=設計対象延長　L=約8.0km

(2)通水点検装
置による目視
調査

　概要図に示す調査範囲において、別表-1のトンネル及び暗渠につ
いて、通水状態における水路内面の劣化状況等、水中ロボットカメラ
等（以下、「通水点検装置」という）を用いて、既往業務（貸与資料の
香川用水施設空水調査等業務　報告書（令和5年3月））の機能診断
調査結果を踏まえた劣化の進行状況を調査する。
　調査内容は、以下の①及び②のとおりとし、通水点検装置及び浮
遊体等の機器投入・回収作業に必要な仮設工の設置及び撤去を行
うこととし、通水中の水路内での作業となることから安全対策として必
要な仮設を準備した上で実施すること。

①予備調査（流下試験）
　本調査前に、流下試験を行う。
　ｱ　浮遊体等を用いた流下試験
　ｲ　調査数量　L=約8.0km

②本調査
　通水点検装置を用いて水路壁面を連続撮影（動画）し、劣化の進
行状況を調査する。
　ｱ　調査数量　L=約8.0km
　ｲ　調査範囲は、水面より上部の水路前方・天井・左右側壁とする。
　ｳ　通水点検装置に用いるカメラは、以下の項目が判読可能な精度
を有するものとする。
　・幅1.0mm以上のひび割れ（幅、長さ）
　・浮き（ひび割れを伴うものを対象とする）、剥離等の規模（面積）、
位置
　・鉄筋の露出の有無及び腐食状況
　・ひび割れ、施工継目等からの湧水（漏水）の有無、折出物の有無

○ ○

③劣化の変状箇所抽出
通水点検装置から得られた水路壁面の動画の映像から、施設の測
点距離ごとに静止画を切り出し、その静止画から変状箇所を抽出す
る。また、抽出に当たっては、既往業務（貸与資料の阿讃トンネル外
空水調査業務　報告書（平成23年3月））の結果も参考とする。
　ｱ　調査数量　L=約8.0km
　ｲ　作成範囲　水路前方・天井・左右側壁

○ ○

④内空断面展開図の更新
　変状箇所を抽出した静止画から壁面展開写真を作成し、既往業務
の内空断面展開図を更新する。
　ｱ　作成数量　L=約1.0km
　ｲ　作成範囲　水路前方・天井・左右側壁

○ ○

既往業務において、劣化が確認さ
れたL=約1.0kmを想定しているが、
劣化調査の結果によって変更する
ことがあるため、L=約8.0kmとした場
合の1.0km当たりの数量を記入

(3)目視調査結
果の取りまとめ
作業

作　業　項　目



２　設計業務

(1)準備作業
　調査対象施設の周辺の地形、現況諸施設について調査し業務実
施計画書策定に必要な現地調査を行う。

○ －

令和5年度 土地改良工事積算基
準（調査・測量・設計）5-3業機能診
断業務の積算参考歩掛「水路トン
ネル歩掛表」を適用予定
・L=設計対象延長　L=約8.0km

(2)事前調査

　既存の施設完成時の完成図書、既往業務（貸与資料の阿讃トンネ
ル外空水調査業務　報告書（平成23年3月））で取りまとめた、阿讃ト
ンネルの「機能診断調査結果に基づく施設状態評価表」、「内空断面
展開図」、施設機能保全計画書等を収集・整理し診断評価の基礎材
料とする。

○ －

令和5年度 土地改良工事積算基
準（調査・測量・設計）5-3業機能診
断業務の積算参考歩掛「水路トン
ネル歩掛表」を適用予定
・L=設計対象延長　L=約8.0km

(3)健全度評価
の検討

　調査結果をとりまとめ、施設ごとに健全度の判定を行う。健全度の
判定は、農業水利施設ストックマネジメントマニュアルに準じて行うも
のとする。１調査業務で調査した結果に基づき、「機能診断調査結果
に基づく施設状態評価表」、「内空断面展開図」に反映し、健全度を
再評価するかの検討を行う。
　作成数量　L=約1.0km

○ －

令和5年度 土地改良工事積算基
準（調査・測量・設計）5-3業機能診
断業務の積算参考歩掛「水路トン
ネル歩掛表」を適用予定
・L=設計対象延長　L=約1.0km

(4)点検とりまと
め

　各作業項目の成果物の点検、取りまとめ及び報告書の作成を行う。
○ －

令和5年度 土地改良工事積算基
準（調査・測量・設計）5-3業機能診
断業務の積算参考歩掛「水路トン
ネル歩掛表」を適用予定
・L=設計対象延長　L=約8.0km

3 打合せ 　業務着手時、中間打合せ、成果物納入時の３回を想定 ○ －

令和5年度 独立行政法人水資源
機構 積算基準及び積算資料「土
木設計業務等標準歩掛」を適用予
定



別紙-２

注1)下表の様式に従って作業項目ごとに延べ人数（少数第1位まで）を記入するものとする。

注2）作業内容等から他の職種が必要と判断される場合は、適宜追加するものとする。

注3）機械経費は、通水点検装置等に要する費用、材料費は、仮設材等に要する費用とする。

作　業　項　目 数量 主任技師
技師
(A)

技師
(B)

技師
（C)

技術員
地質
調査技
師

主任地
質

調査員

地質
調査員

普通
作業員

機械経費
（直接人件費
の○％）

材料費
（直接人件費
の○％）

備　考

１　調査業務

(2)通水点検装置による
目視調査
　①予備調査（流下試
験）

式

(2)通水点検装置による
目視調査
　②本調査

式

(3)目視調査結果の取りま
とめ作業
　③劣化の変状箇所抽
出

式
調査数量
L=約8.0km

　(3)目視調査結果の取り
まとめ作業
　④内空断面展開図の
修正

1km
作成数量L=約8.0km
とした場合の1.0km当
たりの数量を記入

歩掛参考見積様式

①及び②の作業は、
仮設工の設置・撤
去、安全対策を含む

調査数量
L=約8.0km



別表－１

調査対象施設一覧表

幹線導水路 阿讃トンネル-1 2462.50 馬蹄形2R=3.5m

幹線導水路 阿讃トンネル-2 5002.60 円形2R=3.7m

幹線導水路 阿讃トンネル-3 143.70 馬蹄形2R=3.5m

幹線導水路 阿讃トンネル-4 63.70 ほろ形2R=3.5m

幹線導水路 導水暗渠 328.00 馬蹄形2R=3.5m

計 8000.50

延長
(m)

規格・規模施設名称



田 18,659

畑 1,142

樹園地 2,541

計 22,342

受益地（ 水田）

受益地（ 畑地）

受益地（ 樹園地）

幹線水路（ 共用区間）

幹線水路（ 農業専用区間）

位 置 図

受益面積(ha )

凡   例

水資源機構営 香川用水地区 概要図

調査範囲



調査範囲

概要図２



調査範囲
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調査範囲

概要図２



 
 

概要図３  
投入口 位置図 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
                        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回収口 位置図 
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